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要　旨

将来実現が期待される伝送速度160Gbpsの超高速光通信

システムでは，光ファイバ伝送路の分散だけでなく分散ス

ロープも同時に補償する必要がある。これまで報告されて

いる160Gbpsの光伝送実験では，数種類の光ファイバを複

雑に組み合わせて，分散と分散スロープの両方を正確にゼ

ロにした伝送路が用いられてきた。しかしこの方法は，伝

送路の設計・構築が複雑なため実用化が困難であり，また，

既存の光ファイバ網を利用して超高速光通信を実現するこ

とができなかった。

我々は光ファイバのコアに40mmにわたり約530nmピッ

チで屈折率変調を形成したチャープファイバブラッググレ

ーティング（Chirped Fiber Bragg Grating：CFBG）を作製

し，これと多分割薄膜ヒーターを用いて160Gbps光通信用

可変分散スロープ補償器を開発した。

グレーティングピッチを設計どおりに精度良く作製する

ことで，群遅延リプルが小さく伝送速度160Gbpsであって

も伝送特性を劣化させないCFBGを実現した。また，多分

割薄膜ヒーターでCFBGの温度分布を二次関数的に制御す

ることで，分散スロープを±20ps/nm2の範囲で可変制御

することに成功した。さらに，開発した可変分散スロープ

補償器の特性を160Gbps伝送シミュレーションにより評価

した。その結果，この可変分散スロープ補償器を用いた光

通信システムでは，シングルモード光ファイバ400kmに相

当する分散スロープ補償が可能で，伝送路の残留分散スロ

ープに対する耐力が大幅に向上することを確認し，可変分

散スロープ補償の有効性を実証することができた。
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160Gbpsで変調された光信号は2.56nmという広いスペクトル幅（10Gbpsの16倍）を持つため，光ファイバの分散スロープが伝送特性に
影響する。10～40Gbpsの超高速光通信システムと同様に光ファイバの分散補償だけを行ったのでは，分散スロープにより光信号の両側波帯
が残留分散の影響を受け受信光波形が著しく劣化し信号伝送が不可能になる。可変分散スロープ補償器は，伝送路の分散スロープと逆の分散ス
ロープを伝送路に与えることで，光信号の両側波帯の残留分散を補償する。分散スロープ補償を行うことにより良好な受信光波形で信号伝送を
行うことができる。

160Gbps光通信システムにおける可変分散スロープ補償器の使用例
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